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B―73　　縫製作業の疲労の研究（第8報) -縫m工場従業員の年代別による相違一

　　　　　　　中村学園短大　　石橋　葉子

　目的

今回は、

縫製作業の疲労については、過去に種々の場合について報告を行左っている力s .

各年代別に、機能検査を行痙い、自覚症状を調査したので報告する。

　方法　時期及び調査地、1977年８月下旬、佐賀県呻崎郡、1978年７月下句.福岡県甘木

市、)979年８月下句、福岡県久留米市、にある縫製工場でそれぞれｊ週間行なった。　被

検者、40才代10名、30才代６名. 20才代8 名、の健康な旅人女子、測定調査項目、　　ｏ

フリッカー値、　ii）数字判別検査値、　iii）疲労感、　iv ）自覚症状、　測定調査時間

午前と午後の作業前後（8 時. 12時. 13時, 17時）の計４回、但し、フリッカー値のみ

は午前と午後の中間に測定回数をふやし、計6 回測定した。

　結果　I ）フリ.;,カー値と数字判別値は、各年代とも同じよ5 なiB過で低下した。

低下の大きいのは、フリッカー一値では30オ代、40オ代、数字判別検査値では40オ代であ

った。経過時間と年代とを要因とした検定の結果では、両者とも２つの要因に有意左差は

もらわれたが、交互作用には有意差はあらわれなかった。

　(i )　疲労感と自覚症状訴え率は、20オ代が高く. 40オ代が低か■=>た。　年代間に差はみ

られたが、交互作用に差はあらわれていない。
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造寝具の睡眠効果に関する研究

能研究所　○遠藤敏夫

　目的：国民生活時間調査によれば、大都市の就床時刻および起床時刻はいずix もおそ<

な0 ,睡眠時間の短縮化yの傾向がみら･れるという。

　充､分な睡眠が健康の維持に不可欠のものであること、また職業や家事による疲労の回復

には良質の睡眠に優るも;のがないことはいうまでもない。

　そこで。睡眠と密■ t妾な関係をもつ寝具についで、その構造などが睡眠」一効果に及ぼす影響

を検･討1するため、三層構手造寝具と普通のウレタン.マットレスおよび木綿敷き.5-.とんを。対

象として、実験的に検証することにした、

　方法：睡眠効果を判一定するために、A P S Sによって定められたRECHTSHAPPEIf，A　ら

による方法に追って終夜脳波を連続記録して睡眠深度を判定するとともに、佐藤による脳

波のパワースペクトル解析も加えた。　また、眠球運動、筋電図、心拍数なども脳波と同時

に連続記録して、R E M睡眠などの判定に用いた。

　結果：全観測時間中に占める純睡眠時間比は三層構造寝具（0 ）>木綿敷ぶとん（p ) ＞

ウ･レタン・マットレス（Ｕ）の順になった。

　入眠後、翌朝の覚暇までの間に出現した脳波上の覚匝L期合計時間は（U ) > （F ）＞（0 )

の順と。なった。

　睡眠段階別百分率からもとめた睡眠深度は（0 ) ン（P ）＞（U )の順となり、３種の対

象寝具の睡眠の効果に対する総合評価は三層構造寝具が最も優れているといえる。その理

由は、寝姿勢と人体の構造から体圧分布を人間工学的に解決した点にあると考えられる。




